理-07-公-長崎-問-03
 eq \o\ac(□,３)
実験１，実験２について，あとの問いに答えなさい。
	【実験１】
黒っぽい酸化銀の粉末2.90ｇを試験管に入れた。次に，図のようなeq \o(\s\up 9(そう),装)

eq \o(\s\up 9(ち),置)で試験管を一定時間加熱したのち，試験管内の物質の質量を測定するeq \o(\s\up 9(そう),操)

eq \o(\s\up 9(さ),作)をくり返し行った。表は，加熱の回数と加熱後の試験管内の物質の質量をまとめたものである。なお，５回目以降は，加熱をくり返しても質量の変化はなかった。その後，試験管内の物質をとり出し，その性質を調べた。
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表


	加熱の回数
	加熱前
	１回
	２回
	３回
	４回
	５回

	加熱後の物質の質量［ｇ］
	2.90
	2.81
	2.75
	2.72
	2.70
	2.70


問１
加熱のあと，試験管からとり出した物質は白くなっていた。この物質の化学式を書け。また，この物質は加熱前とは異なる性質を持っている。その性質を１つあげよ。

問２
加熱前の酸化銀に含まれていた酸素の質量は何ｇか。

問３
図のガスバーナーの使い方として誤っているものは，次のどれか。

ア
eq \o(\s\up 9(もと),元)

eq \o(\s\up 9(せん),栓)を開く前に，Ａ，Ｂのねじとコックがしまっているか確かめる。

イ
空気の量を調節するには，ＡとＢのねじをeq \o(\s\up 9(いっ),一)

eq \o(\s\up 9(しょ),緒)に回す。

ウ
炎の色が青くなるように，ＢのねじをおさえながらＡのねじを回す。

エ
火を消すときは，Ａ，Ｂの順にねじをしめたのち，コックと元栓を閉じる。

【実験２】
実験１と同じ装置を用いて，炭酸水素ナトリウムの粉末を加熱し，発生する気体を集気びんに集めた。また，試験管内部の様子も観察した。

問４
この気体を確認する方法とその結果が正しいものは，次のどれか。

ア
火のついたeq \o(\s\up 9(せん),線)

eq \o(\s\up 9(こう),香)を近づけると，炎をあげて燃える。

イ
マッチの火を近づけると，爆発して燃える。

ウ
eq \o(\s\up 9(せっ),石)

eq \o(\s\up 9(かい),灰)

eq \o(\s\up 9(すい),水)を入れてよくeq \o(\s\up 9(ふ),振)ると，白くeq \o(\s\up 9(にご),濁)る。

エ
手であおぐようにしてにおいをかぐと，eq \o(\s\up 9(し),刺)

eq \o(\s\up 9(げき),激)

eq \o(\s\up 9(しゅう),臭)がする。

問５
試験管内部に液体が生じていた。この液体は何か。また，それを確かめるにはどうすればよいか。解答用紙の（　　）に適語を入れ，文を完成せよ。

この液体は（　　　　）であり，（　　　　）を用いて，その色の変化を調べる。
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